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Initiatives and service outcomes of environment creation based on a 
“program on the creation of institutional environments supportive of elderly 
people with dementia”: Working towards the creation of a database of 
practical examples of environment creation (special nursing home edition)
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Abstract: The “program on the creation of institutional environments supportive of elderly 
people with dementia” was used to compile 266 examples of environment creation implemented 
at traditional special nursing homes for the elderly, and to analyze service outcomes based on 
environment creation objectives, implementation methods, employed environmental elements, 
and Professional Environmental Assessment Protocol (PEAP Japanese version 3). Environment 
creation objectives were categorized into 47 sub-items. The environment creation initiative 
was a combination of physical support and care support in approximately 60% of examples, 
and small-scale environmental elements were often employed, such as accessories, furniture 
and welfare equipment. As a service outcome, a high rate of improvement of 70%–80% was 
achieved in eight dimensions of the PEAP V3. A database of practical examples of environment 
creation demonstrating initiatives and service outcomes of environment creation according to 
each environment creation objective was subsequently proposed.
Key Words: Elderly people with dementia, Environment creation support, program on the 
creation of institutional environments, Professional Environmental Assessment Protocol (PEAP) 

















































































X社会福祉法人の従来型特別養護老人ホーム a～ d の 4 施設を対象とした。a施設は定員
120 名（1999 年開設）、b施設は定員 70 名（1993 年開設）、c施設は定員 108 名（1989 年開設）、













 環境づくり実践記録シート ＮＯ.（１） ○○年〇月〇日  記入者 （ 認知症ケア推進委員会  ） 
１．環境課題 
（STEP1～2） 








































事前 事後 環境づくり後にどのように変わったかを記す    
１．見当識  × 〇 利用者に洗濯物を渡すと、迷わずその場所に行かれる
２．機能的能力  × 〇 今まで洗濯等しなかった利用者が率先して手伝うよ
うになった 
３．刺激の質と調整  × 〇 雑然とした場所が整理されきれいになった 
４．安全と安心  × 〇 ものが整理され、安全になった 
自分の洗濯物の在りかが分かり、安心できる 
５．生活の継続性  × 〇 利用者の役割になり、生活に活気が出た 
６．自己選択  × 〇 洗濯を自分でやる選択肢が増えた。自分に合った用具
を選んで洗濯物干しをしている 
７．プライバシ  ー     














本論文では、「環境づくり実践記録シート」が採用された 2010 ～ 2016（平成 22 ～ 28）年の











































実施場所は実施件数の多い順に、食堂・リビング 80 件（28.8%）、浴室・トイレ・洗面所 77
件（27.7%）、居室 60 件（21.6%）、廊下・ホール 49 件（17.6%）、ベランダ・庭 7 件（2.5%）、
静養室 5件（1.8%）であり、合計 278 件であった。
以下の分析では、実施件数の多い上位 4空間 266 件を取り上げて、全体と空間別に集計を行っ
た。なお、施設別の実施件数は、a施設では 56 件（21.2%）、b 施設では 87 件（32.7%）、c 施












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































体で 382 の環境要素が取り入れられ、ひとつの環境づくりあたり平均 1.4 の環境要素が用いら
れた。
4空間全体で多く採用されたのは、小物 198 件（74.4％）、家具・福祉用具 121 件（45.5％）、










ビス成果の分類に基づくと、向上 908 件（82.8％）、やや向上 46 件（4.2％）、すでに環境づく
りがされていて変化なし 60 件（5.5％）、その他変化なし 72 件（6.6％）、低下 10 件（0.9％）で
あり、高い向上率が示された。
向上した 908 件を取り上げ、４空間別に PEAP の各次元と合計について、向上率を表 5に
示した。向上率は表 5に示すように、それぞれの実施数に対する向上数の割合である。4空間








266 件の環境づくりに対して、8次元全体で向上数は 908 件であり、ひとつの環境づくりに
対して平均 3.4 の PEAPの次元の向上が図られ、幅広い成果が得られたことが示された。
表２　環境づくりに用いられた実施手法と実施状況
実施手法の実施数（場所別環境づくりの実施件数に対する％）　　最下段は環境づくりの実施件数
実施手法 食堂・リビング 浴室・トイレ・洗面 居室 廊下・ホール 4空間全体
物理的対応
工夫 75	(	93.8) 74	(	96.1) 55	(	91.7) 47	(	95.9) 251	(	94.4)
購入 6	(		7.5) 14	(	18.2) 5	(		8.3) 7	(	14.3) 32	(	12.0)
工事 0	(		0.0) 6	(		7.8) 1	(		1.7) 0	(		0.0) 7	(		2.6)
ケア的対応 47	(	58.8) 51	(	66.2) 39	(	65.0) 25	(	51.0) 162	(	60.9)
運営的対応 8	(	10.0) 2	(		2.6) 3	(		5.0) 4	(		8.2) 17	(		6.4)
3 種類の対応の合計 136	(170.0) 147	(190.9) 103	(171.7) 83	(169.4) 469	(176.3)












構造 0		(		0.0) 0	(		0.0) 2	(	3.3) 0	(	0.0) 2	(		0.8)
準構造 0		(		0.0) 4	(		5.2) 0	(	0.0) 2	(	4.1) 6	(		2.3)
家具・福祉用具 47		(	58.8) 24	(	31.2) 25	(	41.7) 25	(	51.0) 121	(	45.5)
小物 51		(	63.8) 64	(	83.1) 44	(	73.3) 39	(	79.6) 198	(	74.4)
その他 12		(	15.0) 18	(	23.4) 18	(	30.0) 7	(	14.3) 55	(	20.7)
環境要素の合計 110		(137.5) 110	(142.9) 89	(148.3) 73	(149.0) 382	(143.6)





























見当識への支援 121	(85.8) 6	(4.3) 7	(5.0) 5	(	3.5) 2	(1.4) 141	(100.0)
機能的な能力への支援 109	(85.2) 4	(3.1) 7	(5.5) 8	(	6.3) 0	(0.0) 128	(100.0)
環境における刺激の質と調整 146	(86.4) 8	(4.7) 6	(3.6) 9	(	5.3) 0	(0.0) 169	(100.0)
安全と安心への配慮 137	(85.1) 8	(5.0) 7	(4.3) 6	(	3.7) 3	(1.9) 161	(100.0)
生活の継続性への支援 137	(84.6) 5	(3.1) 6	(3.7) 12	(	7.4) 2	(1.2) 162	(100.0)
自己選択への支援 96	(74.4) 9	(7.0) 11	(8.5) 12	(	9.3) 1	(0.8) 129	(100.0)
プライバシーの確保 63	(76.8) 3	(3.7) 4	(4.9) 11	(13.4) 1	(1.2) 82	(100.0)
ふれあいの促進 99	(79.8) 3	(2.4) 12	(9.7) 9	(	7.3) 1	(0.8) 124	(100.0)











見当識への支援 31/	40	(77.5) 40/	44	(90.9) 28/	32	(87.5) 22/	25	(88.0) 121/	141	(85.8)
機能的な能力への支援 33/	42	(78.6) 39/	43	(90.7) 22/	26	(84.6) 15/	17	(88.2) 109/	128	(85.2)
環境における刺激の質と調整 41/	54	(75.9) 42/	44	(95.5) 34/	37	(91.9) 29/	34	(85.3) 146/	169	(86.4)
安全と安心への配慮 34/	43	(79.1) 52/	60	(86.7) 30/	32	(93.8) 21/	26	(80.8) 137/	161	(85.1)
生活の継続性への支援 37/	47	(78.7) 52/	54	(96.3) 27/	36	(75.0) 21/	25	(84.0) 137/	162	(84.6)
自己選択への支援 40/	54	(74.1) 16/	22	(72.7) 16/	25	(64.0) 24/	28	(85.7) 96/	129	(74.4)
プライバシーの確保 9/	14	(64.3) 26/	32	(81.3) 14/	20	(70.0) 14/	16	(87.5) 63/		82	(76.8)
ふれあいの促進 46/	54	(85.2) 12/	17	(70.6) 13/	17	(76.5) 28/	36	(77.8) 99/	124	(79.8)
8 次元の合計 271/348	(77.9) 279/316	(88.3) 184/225	(81.8) 174/207	(84.1) 908/1096	(82.8)







































































手法 .	彰国社 ,		第１版 ,	14-305.）
２）児玉桂子 , 古賀誉章 , 沼田恭子 , ほか（2010）	PEAPにもとづく認知症ケアのための施設環
境づくり実践マニュアル .	中央法規 , 第一版 ,	2-85.
３）児玉桂子 , 古賀誉章 , 沼田恭子 , ほか (2011)「認知症高齢者に配慮した施設環境づくり支援
プログラム」の全国レベルでの普及を目的とした実践研究 . 日本社会事業大学社会事業研
究所紀要 . 第 57 集 ,167-177.　（http://id.nii.ac.jp/1137/00000031/,2018.10.2.）
４）児玉桂子 , 古賀誉章 , 沼田恭子 , ほか (2012)「認知症高齢者に配慮した施設環境づくり支援
プログラム」の全国レベルでの普及を目的とした実践研究に基づく教材開発 . 日本社会事




Sage	publications,	（大島巌 , 平岡公一 , 森俊夫 , ほか監訳（2005）プログラム評価の理論と
方法―システマティックな対人サービス・政策評価の実践ガイド .	日本評論社 , 第１版 ,1-
383.）
６）児玉桂子 , 廣瀬圭子 , 鈴木真智子 , ほか（2016）「認知症高齢者に配慮した施設環境づくり
支援プログラム」の継続と向上のための仕組みの検討―実践者による自己評価とピア評価
に基づく―. 日本社会事業大学社会事業研究所紀要 . 第 63 集 ,97-114.
　　（http://id.nii.ac.jp/1137/00000405/,2018.10.2.）
７）廣瀬圭子 , 児玉桂子 , 大島千帆 , ほか（2012）「認知症高齢者に配慮した施設環境づくり支
援プログラム」の効果的実施モデルの構築―プログラム評価理論及び方法論の適用 . 日本





























ランニング , 第１版 ,	3-252.
15）Weisman	GD,	Lawton	MP,	Sloane	P,	et	al.	（1996）	The	professional	environmental	assess-
ment	protocol.		School	of	architecture,	University	of	Wisconsin	at	Milwaukee.	
16）下垣光 , 児玉桂子 , 影山優子 , ほか（2009）環境支援指針の作成と活用上の課題 . 児玉桂子、
足立啓、下垣光、ほか（編）認知症高齢者が安心できるケア環境づくりー実践に役立つ環
境評価と整備手法 .	彰国社 , 第１版 ,	66-78.
17）安田節之 , 渡辺直登（2008）プログラム評価研究の方法 . 山下晴彦（編）臨床心理学研究法７.	
新曜社、第１版 ,	40-52.
18）児玉桂子 , 古賀誉章 , 沼田恭子 , ほか（2013）「認知症高齢者に配慮した施設環境づくり地
域連続型研修」とその効果―ケア環境・研修参加者の意識・利用者の行動に及ぼす影響の
評価―. 日本社会事業大学社会事業研究所紀要 . 第 59 集 ,151-166.
　　（http://id.nii.ac.jp/1137/00000052/,2018.10.2.）
19）児玉桂子 , 大島千帆 , 古賀誉章 , ほか（2014）施設環境づくり実践記録シートに基づく環
境づくり実践内容と効果に関する検討―認知症ケア技術としての環境支援の構築に向け










24）児玉桂子 , 大島千帆 , 古賀誉章 , ほか（2015）認知症高齢者への環境支援のためのデータ
ベース（特養版）の作成―施設環境づくり実践記録シートの実践内容と効果に基づく . 第
16 回日本認知症ケア学会大会抄録集 .261.
